




  幼児期、学童期、思春期等と末期症状時のそれぞれに応じた、食餌摂取量と

食事内容の再検討をすると共に、各年令層の者を 2名づつ、抽出し、併せて、

体重の変化を考察しているところである。取敢ず、体重の推移については下記

のとおりである。

 但し末期症状時においては、現在まだ未定である。


